
(57)【要約】

【課題】フロートバスにおいて、より省エネルギー対策

を講じることができる技術を提供することを課題とする

。

【解決手段】フロートバスは、ガラスリボン３９の上面

を覆うカバー部材３０を備え、このカバー部材３０は、

ガラスリボン３９と平行な板材３１と、この板材３１の

周縁部から下げたスカート３２と構成される。

【効果】カバー部材はスカートを含むため、保護ガスが

板材とスカートとで形成される空間に封じ込まれる。こ

の結果、対流が著しく制限され、対流によるガラスリボ

ンの温度低下を抑制することができる。また、高温のガ

ラスリボンから放射される放射熱は、カバー部材の板材

で遮断されるため、放射量は小さくなる。この結果、放

射によるガラスリボンの温度低下を抑制することができ

る。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 溶 融 金 属 上 に 溶 融 し た ガ ラ ス 素 地 を 流 し 、 こ の ガ ラ ス 素 材 を 所 定 の 厚 さ で 且 つ 帯 状 の ガ
ラ ス リ ボ ン に す る こ と で フ ロ ー ト ガ ラ ス を 製 造 す る フ ロ ー ト バ ス に お い て 、
　 こ の フ ロ ー ト バ ス は 、 前 記 ガ ラ ス リ ボ ン の 上 面 を 覆 う カ バ ー 部 材 を 備 え 、 こ の カ バ ー 部
材 は 、 前 記 ガ ラ ス リ ボ ン と 平 行 な 板 材 と 、 こ の 板 材 の 周 縁 部 か ら 下 げ た ス カ ー ト と で 構 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る フ ロ ー ト バ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 板 材 は 炭 素 繊 維 強 化 炭 素 複 合 材 料 で 構 成 さ れ 、 前 記 ス カ ー ト は 布 状 の 炭 素 繊 維 材 料
で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の フ ロ ー ト バ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 フ ロ ー ト ガ ラ ス の 製 造 に 用 い る フ ロ ー ト バ ス に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 溶 融 し た 錫 の 上 に ガ ラ ス リ ボ ン を フ ロ ー ト さ せ て （ 浮 か せ て ） 、 板 ガ ラ ス を 製 造 す る フ
ロ ー ト 法 は 古 く か ら 行 わ れ て い る 。
　 こ の フ ロ ー ト 法 で の ガ ラ ス の 成 形 は 、 溶 け た ガ ラ ス 素 地 を フ ロ ー ト バ ス 内 に 流 し 込 む と
ガ ラ ス は 徐 々 に 広 が り 、 ガ ラ ス と 錫 の 表 面 張 力 、 浮 力 、 自 重 が バ ラ ン ス し な が ら 、 適 当 な
外 力 を 与 え て 目 的 の 厚 み と ガ ラ ス リ ボ ン の 幅 を 得 る よ う に し て 実 施 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 溶 融 し た 錫 は 空 気 中 の 酸 素 と 接 触 す る と 酸 化 錫 に 変 化 す る た め 、 フ ロ ー ト バ ス に 窒 素 、
又 は 窒 素 と 水 素 か ら な る 保 護 ガ ス を 供 給 し て 溶 融 錫 上 を 覆 い 、 錫 の 酸 化 を 防 止 す る と い う
対 策 が 講 じ ら れ る 。
　 一 方 、 ガ ラ ス の 粘 度 な ど を 適 正 に 維 持 す る に は 、 フ ロ ー ト バ ス 内 の 温 度 分 布 を 適 正 に 制
御 す る 必 要 が あ り 、 電 気 ヒ ー タ に よ る 温 度 制 御 技 術 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ ２ ５ ０ ２ ４ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 同 公 報 の 図 １ に よ れ ば 、 フ ロ ー ト バ ス の 天 井 を 多 数 の 領 域 に 区 画 し 、 こ
れ ら の 領 域 の 各 々 に 電 気 ヒ ー タ を 配 置 し 、 区 画 を 単 位 と し て 発 熱 量 を 制 御 す る こ と で 、 フ
ロ ー ト バ ス 内 の 温 度 分 布 を 制 御 す る と い う も の で あ る 。
　 し か し 、 フ ロ ー ト ガ ラ ス の 製 造 に お い て 、 大 量 の 電 力 を 消 費 す る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 省 エ ネ ル ギ ー を 図 る 必 要 が あ る こ と か ら 、 本 発 明 者 ら は 節 電 対 策 の 研 究 を 開 始 し た 。
　 炉 体 か ら の 放 熱 や 保 護 ガ ス （ 窒 素 、 水 素 ） の 吸 熱 な ど を 検 討 し た と こ ろ 、 保 護 ガ ス に 係
る エ ネ ル ギ ー ロ ス が 顕 著 で あ る こ と が 判 明 し た 。 す な わ ち 、 常 温 で 吹 き 込 ん だ 保 護 ガ ス は
、 フ ロ ー ト ガ ラ ス や 溶 融 錫 に 接 触 し て 、 こ れ ら を 冷 却 す る 。 こ の 冷 却 に よ る 温 度 低 下 を 補
う た め に 、 大 量 の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る 必 要 が あ る 。
　 保 護 ガ ス に 対 す る 省 エ ネ ル ギ ー 対 策 を 講 じ る こ と が 、 節 電 対 策 に 有 効 で あ る こ と が 判 明
し た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 フ ロ ー ト バ ス に お い て 、 よ り 省 エ ネ ル ギ ー 対 策 を 講 じ る こ と が で き る 技 術 を
提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 溶 融 金 属 上 に 溶 融 し た ガ ラ ス 素 地 を 流 し 、 こ の ガ ラ ス 素 材 を 所
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定 の 厚 さ で 且 つ 帯 状 の ガ ラ ス リ ボ ン に す る こ と で フ ロ ー ト ガ ラ ス を 製 造 す る フ ロ ー ト バ ス
に お い て 、 こ の フ ロ ー ト バ ス は 、 前 記 ガ ラ ス リ ボ ン の 上 面 を 覆 う カ バ ー 部 材 を 備 え 、 こ の
カ バ ー 部 材 は 、 前 記 ガ ラ ス リ ボ ン と 平 行 な 板 材 と 、 こ の 板 材 の 周 縁 部 か ら 下 げ た ス カ ー ト
と で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 板 材 は 炭 素 繊 維 強 化 炭 素 複 合 材 料 で 構 成 さ れ 、 ス カ ー ト は 布
状 の 炭 素 繊 維 材 料 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 ガ ラ ス リ ボ ン と 平 行 な 板 材 と 、 こ の 板 材 の 周 縁 部 か ら 下 げ た
ス カ ー ト と で 構 成 さ れ る カ バ ー 部 材 で 、 ガ ラ ス リ ボ ン の 上 面 を 覆 う 。 ガ ラ ス リ ボ ン の 上 面
は 保 護 ガ ス で 覆 わ れ て お り 、 こ の 保 護 ガ ス は 、 カ バ ー 部 材 に 収 納 さ れ て い る 。
　 カ バ ー 部 材 は ス カ ー ト を 含 む た め 、 保 護 ガ ス が 板 材 と ス カ ー ト と で 形 成 さ れ る 空 間 に ほ
ぼ 封 じ 込 ま れ る 。 こ の 結 果 、 対 流 が 著 し く 制 限 さ れ 、 対 流 に よ る ガ ラ ス リ ボ ン の 温 度 低 下
を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 高 温 の ガ ラ ス リ ボ ン か ら 放 射 さ れ る 放 射 熱 は 、 カ バ ー 部 材 の 板 材 で 遮 断 さ れ る た
め 、 放 射 量 は 小 さ く な る 。 こ の 結 果 、 放 射 に よ る ガ ラ ス リ ボ ン の 温 度 低 下 を 抑 制 す る こ と
が で き る 。
　 以 上 に よ り 、 保 護 ガ ス に 対 す る 省 エ ネ ル ギ ー 対 策 を 十 分 に 講 じ る こ と が で き た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 ス カ ー ト は 布 状 の 炭 素 繊 維 材 料 で 構 成 さ れ る 。 炭 素 繊 維 で あ
る か ら 耐 熱 性 能 を 十 分 に 有 す る 。 加 え て 布 状 の 繊 維 材 料 で あ る か ら 、 万 一 、 ス カ ー ト が ガ
ラ ス リ ボ ン に 接 触 し て も ガ ラ ス リ ボ ン に 傷 を 付 け る 心 配 は な い 。 そ の た め 、 ス カ ー ト の 下
端 を ガ ラ ス リ ボ ン に 接 近 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 板 材 は 炭 素 繊 維 強 化 炭 素 複 合 材 料 で 構 成 さ れ る 。 炭 素 繊 維 強 化 炭 素 複 合 材 料 で あ
る か ら 耐 熱 性 能 を 十 分 に 有 す る 。 加 え て 炭 素 複 合 材 料 で あ る か ら 熱 伝 導 性 に 優 れ て い る 。
フ ロ ー ト バ ス の 天 井 に ヒ ー タ を 配 置 し た と き に 、 ヒ ー タ の 熱 を ガ ラ ス リ ボ ン へ 良 好 に 伝 達
さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 添 付 図 に 基 づ い て 以 下 に 説 明 す る 。 な お 、 図 面 は
符 号 の 向 き に 見 る も の と す る 。
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る フ ロ ー ト バ ス の 要 部 の 平 面 断 面 図 で あ り 、 フ ロ ー ト バ ス １ ０ の 出 口
側 に 、 平 面 視 で 矩 形 の カ バ ー 部 材 ３ ０ ・ ・ ・ （ ・ ・ ・ は 複 数 個 を 示 す 。 以 下 同 様 ） が 配 置
さ れ て い る 。 な お 、 カ バ ー 部 材 ３ ０ は 、 １ 枚 物 で も 差 し 支 え な い が 、 こ の 実 施 例 で は ４ 枚
の カ バ ー 部 材 ３ ０ ・ ・ ・ が 、 田 の 字 形 に 密 に （ 隙 間 が 空 か な い よ う に ） 配 列 さ れ て い る 。
４ 枚 で 構 成 す れ ば 、 １ 枚 の カ バ ー 部 材 ３ ０ を 適 当 な 大 き さ に 設 定 す る こ と が で き る と と も
に 、 図 示 す る よ う に 対 向 す る サ イ ド 耐 火 物 １ ２ と サ イ ド 耐 火 物 １ ２ を 貫 通 し て フ ロ ー ト バ
ス １ ０ の 内 部 へ 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 フ ロ ー ト バ ス １ ０ の 詳 細 構 造 を 次 図 で 説 明 す る 。
　 図 ２ は 図 １ の ２ － ２ 線 断 面 図 で あ り 、 フ ロ ー ト バ ス １ ０ は 、 ボ ト ム 耐 火 物 １ １ と サ イ ド
耐 火 物 １ ２ 、 １ ２ と ル ー フ 耐 火 物 １ ３ で 囲 い 、 ル ー フ 耐 火 物 １ ３ か ら ヒ ー タ １ ４ ・ ・ ・ を
吊 り 下 げ て な る 、 横 長 矩 形 断 面 の 炉 で あ る 。 炉 内 に は 、 窒 素 ガ ス と 水 素 ガ ス と の 混 合 ガ ス
を 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ボ ト ム 耐 火 物 １ １ は 、 基 礎 又 は 架 台 １ ５ で 支 持 さ れ た 下 部 フ レ ー ム １ ６ 、 １ ６ で 支 持 さ
れ て い る 。 ま た 、 基 礎 又 は 架 台 １ ５ に 支 柱 １ ７ 、 １ ７ を 建 て 、 こ れ ら の 支 柱 １ ７ 、 １ ７ の
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上 端 に ト ッ プ ク ロ ス ビ ー ム １ ８ を 渡 し 、 こ の ト ッ プ ク ロ ス ビ ー ム １ ８ で 上 部 フ レ ー ム １ ９
を 支 え 、 こ の 上 部 フ レ ー ム １ ９ で ル ー フ 耐 火 物 １ ３ を 支 え る 構 造 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 サ イ ド 耐 火 物 １ ２ 、 １ ２ を 貫 通 し て 、 先 端 が 炉 内 へ 差 し 込 ま れ た
水 冷 サ ポ ー ト パ イ プ ２ ０ 、 ２ ０ で カ バ ー 部 材 ３ ０ 、 ３ ０ が 支 持 さ れ て い る 。
　 水 冷 サ ポ ー ト パ イ プ ２ ０ 、 ２ ０ は 炉 外 に 置 か れ た パ イ プ ハ ン ガ ー ２ １ 、 ２ １ で 水 平 に 保
持 さ れ て お り 、 こ れ ら の パ イ プ ハ ン ガ ー ２ １ 、 ２ １ は 、 ト ッ プ ク ロ ス ビ ー ム １ ８ の 両 端 に
設 け ら れ た レ ー ル 部 材 ２ ２ 、 ２ ２ に 吊 り 下 げ ら れ て お り 、 レ ー ル 部 材 ２ ２ 、 ２ ２ に 沿 っ て
図 面 左 右 へ 移 動 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 図 ２ の 要 部 拡 大 図 で あ り 、 水 冷 サ ポ ー ト パ イ プ ２ ０ 、 ２ ０ は 、 鋼 製 の 角 パ イ プ ２
４ 、 ２ ４ と こ れ ら の 角 パ イ プ ２ ４ 、 ２ ４ を 熱 的 に 保 護 す る た め に 角 パ イ プ ２ ４ 、 ２ ４ に 被
せ た 断 熱 材 ２ ５ 、 ２ ５ と か ら な る 。
　 ま た 、 水 冷 サ ポ ー ト パ イ プ ２ ０ 、 ２ ０ に 支 持 さ れ る カ バ ー 部 材 ３ ０ 、 ３ ０ は 、 板 材 ３ １
、 ３ １ と こ れ ら の 板 材 ３ １ 、 ３ １ の 周 縁 部 か ら 下 げ た ス カ ー ト ３ ２ 、 ３ ２ と か ら な る 。
　 板 材 ３ １ 、 ３ １ は 耐 熱 材 製 ボ ル ト ３ ３ ・ ・ ・ 、 耐 熱 材 製 ナ ッ ト ３ ４ ・ ・ ・ で 鋼 製 の 角 パ
イ プ ２ ４ 、 ２ ４ に 取 付 け ら れ 、 ス カ ー ト ３ ２ 、 ３ ２ は 耐 熱 材 製 ボ ル ト ３ ５ ・ ・ ・ 、 耐 熱 材
製 ナ ッ ト ３ ６ ・ ・ ・ で 板 材 ３ １ 、 ３ １ に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 中 、 ３ ８ は 溶 融 金 属 で あ り 、 ３ ９ は こ の 溶 融 金 属 ３ ８ の 上 面 に 浮 い て い る ガ ラ ス リ ボ
ン で あ る 。
　 板 材 ３ １ 、 ３ １ は ガ ラ ス リ ボ ン ３ ９ の 幅 寸 法 と ほ ぼ 同 一 の 幅 に 設 定 さ れ て い る 。 板 材 ３
１ の 材 料 は 、 耐 熱 性 能 の 関 係 で 、 金 属 よ り は セ ラ ミ ッ ク ス が 適 当 で あ り 、 セ ラ ミ ッ ク ス で
あ れ ば 、 炭 素 繊 維 強 化 炭 素 複 合 材 料 が 耐 熱 強 度 及 び 熱 伝 導 性 能 の 点 で 好 適 で あ る 。
　 図 ２ で 、 ヒ ー タ １ ４ ・ ・ ・ で ガ ラ ス リ ボ ン ３ ９ を 加 熱 す る 場 合 、 熱 伝 導 率 の 高 い （ 大 き
い ） 炭 素 複 合 材 料 で 、 カ バ ー 部 材 ３ ０ を 構 成 す れ ば 、 ヒ ー タ １ ４ ・ ・ ・ の 発 熱 を ガ ラ ス リ
ボ ン ３ ９ に 伝 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ス カ ー ト ３ ２ 、 ３ ２ は 、 布 状 の 炭 素 繊 維 材 料 で 構 成 す る こ と が 望 ま し い 。 炭 素 繊
維 で あ れ ば 耐 熱 性 能 を 十 分 に 有 す る 。 加 え て 布 状 の 繊 維 材 料 で あ れ ば 、 万 一 、 ガ ラ ス リ ボ
ン ３ ９ に 接 触 し て も ガ ラ ス リ ボ ン ３ ９ に 傷 を 付 け る 心 配 は な い 。 そ の た め 、 ス カ ー ト ３ ２
、 ３ ２ の 下 端 を ガ ラ ス リ ボ ン ３ ９ に 接 近 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の 構 成 か ら な る カ バ ー 部 材 ３ ０ の 作 用 を 次 に 説 明 す る 。
　 図 ４ は 本 発 明 に 係 る カ バ ー 部 材 の 作 用 説 明 図 で あ り 、 溶 解 さ れ た ガ ラ ス （ ガ ラ ス リ ボ ン
３ ９ ） は 、 溶 融 金 属 ３ ８ に 浮 い た 状 態 で 図 面 表 裏 方 向 へ 移 動 す る 間 に 、 熱 を 失 っ て 徐 々 に
温 度 が 低 下 す る 。
　 ガ ラ ス リ ボ ン ３ ９ か ら は 熱 が 、 矢 印 （ １ ） の よ う に 放 射 に よ る 熱 Ｑ ｒ 及 び 矢 印 （ ２ ） の
よ う に 対 流 に よ る 熱 Ｑ ｃ の 形 態 で 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 熱 Ｑ ｒ に 係 る 放 射 熱 線 は 、 光 と 同 様 に 直 進 す る 。 上 方 に 板 材 ３ １ が あ る 場 合 に は 、 板 材
３ １ に 衝 突 し 、 一 部 が 板 材 ３ １ に 吸 収 さ れ 、 残 部 が ガ ラ ス リ ボ ン ３ ９ へ 戻 る 。
　 ま た 、 熱 Ｑ ｃ に 係 る 対 流 は 、 ガ ラ ス リ ボ ン ３ ９ と 板 材 ３ １ と ス カ ー ト ３ ２ と で 囲 わ れ た
狭 い 空 間 を 循 環 す る 。 こ の 循 環 は 小 規 模 で あ る た め 、 熱 の 移 動 は 小 さ く な り 、 結 果 的 に 熱
Ｑ ｃ は 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の 理 由 （ 熱 Ｑ ｒ と 熱 Ｑ ｃ が 共 に 小 さ い 。 ） に よ り 、 ガ ラ ス リ ボ ン ３ ９ の 温 度 低 下 は
小 さ く な る 。 す な わ ち 、 ヒ ー タ １ ４ ・ ・ ・ （ 図 ２ ） へ の 供 給 電 力 を 減 少 さ せ る こ と が で き
、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 次 に 、 カ バ ー 部 材 ３ ０ の 有 無 に つ い て 、 比 較 説 明 を す る 。
　 図 ５ は フ ロ ー ト バ ス の 比 較 説 明 図 で あ り 、 （ ａ ） に カ バ ー 部 材 ３ ０ を 備 え た フ ロ ー ト バ
ス １ ０ を 示 し 、 （ ｂ ） に カ バ ー 部 材 を 備 え て い な い 従 来 の フ ロ ー ト バ ス １ ０ ０ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ ａ ） で は 、 図 ４ で 説 明 し た よ う に 、 カ バ ー 部 材 ３ ０ が 保 温 カ バ ー の 作 用 を 発 揮 す る た
め 、 溶 融 金 属 ３ ８ の 上 の ガ ラ ス リ ボ ン ３ ９ の 温 度 低 下 は 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に 対 し て 、 カ バ ー 部 材 を 備 え て い な い （ ｂ ） で は 、 対 流 に よ る 熱 ｑ ｃ は 、 ガ ラ ス リ
ボ ン １ ３ ９ と ル ー フ 耐 火 材 １ １ ３ と サ イ ド 耐 火 材 １ １ ２ と で 囲 わ れ た 大 き な 空 間 を 循 環 す
る 。 ル ー フ 耐 火 材 １ １ ３ の 外 表 面 や サ イ ド 耐 火 材 １ １ ２ の 外 表 面 か ら 外 へ 熱 が 逃 げ る た め
、 ま た は 炉 内 に は 低 温 の 保 護 ガ ス （ 窒 素 と 水 素 の 混 合 ガ ス ） が 常 に 供 給 さ れ る た め 、 熱 ｑ
ｃ は 大 き く な り 、 溶 融 金 属 １ ３ ８ の 上 の ガ ラ ス リ ボ ン １ ３ ９ の 温 度 低 下 が 顕 著 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 熱 ｑ ｒ に 関 す る 放 射 熱 線 は 、 直 接 、 ル ー フ 耐 火 材 １ ３ に 到 達 し て 、 大 部 分 が ル ー
フ 耐 火 材 １ １ ３ に 吸 収 さ れ る 。 ル ー フ 耐 火 材 １ ３ 外 表 面 か ら 外 へ 熱 が 逃 げ る た め 、 熱 ｑ ｃ
は 大 き く な り 、 ガ ラ ス リ ボ ン １ ３ ９ の 温 度 低 下 が 顕 著 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に は 、 （ ｂ ） に お い て 、 ル ー フ 耐 火 材 １ １ ３ か ら 耐 火 材 の 屑 １ ４ １ が 、 不 可 避 的 に
落 下 す る 。 こ の 屑 １ ４ １ は ガ ラ ス リ ボ ン １ ３ ９ に 付 着 す る た め 、 ガ ラ ス リ ボ ン １ ３ ９ の 品
質 を 低 下 さ せ る 虞 が あ る 。
　 一 方 、 （ ａ ） で は 、 ル ー フ 耐 火 材 １ ３ か ら 屑 ４ １ が 落 下 し た と し て も 、 こ の 屑 ４ １ は カ
バ ー 部 材 ３ ０ で キ ャ ッ チ さ れ る 。 こ の 結 果 、 ガ ラ ス リ ボ ン ３ ９ の 品 質 を 良 好 に 保 つ こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 尚 、 カ バ ー 部 材 ３ ０ は 、 ル ー フ 耐 火 材 １ ３ 側 か ら 吊 り 下 げ て も よ く 、 ガ ラ ス リ ボ ン ３ ９
の 上 面 を 概 ね 覆 う こ と が 重 要 で あ り 、 カ バ ー 部 材 ３ ０ の 支 持 機 構 は 、 適 宜 変 更 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 水 冷 サ ポ ー ト パ イ プ ２ ０ で カ バ ー 部 材 ３ ０ を 支 持 さ せ る 。 水 冷 サ
ポ ー ト パ イ プ ２ ０ は 、 セ ラ ミ ッ ク ス 製 ビ ー ム 、 例 え ば 炭 素 繊 維 強 化 炭 素 複 合 材 料 製 ビ ー ム
に 換 え て も よ い 。 炭 素 繊 維 強 化 炭 素 複 合 材 料 製 ビ ー ム で あ れ ば 、 水 冷 す る 必 要 が な い の で
、 一 層 の 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に ま た 、 カ バ ー 部 材 ３ ０ を 構 成 す る 板 材 ３ １ は 、 炭 素 繊 維 強 化 炭 素 複 合 材 料 が 好 適
で あ る が 、 炭 化 珪 素 （ Ｓ ｉ Ｃ ） 板 で あ っ て も よ く 、 適 宜 材 質 を 変 更 す る こ と は 差 し 支 え な
い 。
　 ま た 、 ス カ ー ト ３ ２ は 、 炭 素 繊 維 製 フ ェ ル ト や 炭 素 繊 維 強 化 炭 素 複 合 材 料 製 板 材 と そ の
下 端 に 炭 素 繊 維 製 フ ェ ル ト を 付 し た も の や 、 炭 素 繊 維 の 紐 を 密 に 下 げ た 「 縄 の れ ん 」 が 好
適 で あ り 、 形 状 や 材 質 は 適 宜 変 更 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に は 溶 融 金 属 ３ ８ は 、 溶 融 錫 が 好 適 で あ る が 、 フ ロ ー ト バ ス １ ０ で 使 用 可 能 な 金 属
で あ れ ば 種 類 は 問 わ な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 施 例 で は 保 護 ガ ス は 窒 素 と 水 素 の 混 合 ガ ス に し た が 、 窒 素 の み で も よ い 。 ま た 、 カ バ
ー 部 材 と ガ ラ ス リ ボ ン と の 間 に 、 塩 素 ガ ス や フ ッ 酸 ガ ス か ら な る 腐 食 性 ガ ス を 導 入 し て も
よ い 。 腐 食 性 ガ ス で あ れ ば 、 ガ ラ ス リ ボ ン に 適 当 な 加 工 （ 表 面 改 質 、 模 様 形 成 な ど ） を 施
す こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 、 フ ロ ー ト ガ ラ ス の 製 造 に 用 い る フ ロ ー ト バ ス に 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る フ ロ ー ト バ ス の 要 部 の 平 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ２ － ２ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る カ バ ー 部 材 の 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 フ ロ ー ト バ ス の 比 較 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ ０ … フ ロ ー ト バ ス 、 ３ ０ … カ バ ー 部 材 、 ３ １ … 板 材 、 ３ ２ … ス カ ー ト 、 ３ ８ … 溶 融 金
属 、 ３ ９ … ガ ラ ス リ ボ ン 。 10
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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